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2014年度事業方針

道院という基盤の上で、
更なる布教活動を展開する
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道
院
と
い
う
基
盤
の
上
で
、

更
な
る
布
教
活
動
を
展
開
す
る

2014年度事業方針

▪
重
点
実
施
項
目
お
よ
び
事
業
概
要

⑴
道
院
活
動
の
充
実

・
道
院
の
特
長
を
生
か
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
道
院
活
動
が
で
き
る
提
案
を
行
う
。

・「
布
教
月
間
」を
設
け
、
金
剛
禅
の
独
自

金剛禅総本山少林寺

性
を
発
揮
し
て
布
教
の
強
化
を
図
る
。

・
新
規
入
門
者
の
増
加
や
休
眠
門
信
徒
の

復
帰
に
向
け
て
取
り
組
む
。

・
組
織
機
構
改
革
の
趣
意
に
沿
っ
て
、
正

常
な
道
院
活
動
が
行
え
て
い
る
か
点
検
を

行
う
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。

⑵
都
道
府
県
教
区
お
よ
び
小
教
区
活
動
の

活
性
化

・
本
山
⇄
総
代
⇄
都
道
府
県
教
区
長
⇄
小

教
区
長
の
連
携
を
強
化
し
、
困
難
は
援た

す

け

合
い
、
よ
い
こ
と
は
学
び
合
い
、
喜
び
は

分
か
ち
合
え
る
教
区
活
動
を
目
指
す
。

・
道
院
活
動
の
充
実
を
目
的
に
、
道
院
長

を
対
象
と
し
た
教
区
活
動
を
展
開
す
る
。

・
本
山
公
認
教
区
講
習
会
や
教
区
研
修
、

小
教
区
研
修
を
通
し
て
、
金
剛
禅
布
教
師

の
資
質
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
教
区

活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

⑶
道
院
長
心
得
、
次
期
指
導
者
の
育
成
強

化・
道
院
長
研
修
会
、
道
院
長
資
格
認
定
研

　

組
織
機
構
改
革
か
ら
３
年
目
の
２
０
１

３
年
度
は
、
改
革
施
行
後
の
点
検
に
よ
っ

て
今
後
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
に
向
き
合
い
、
現
代
社
会
に
即
し
た
健

全
な
組
織
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
道
院
形

態
の
移
行
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
は

現
場
を
持
つ
道
院
長
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
大
き
な
問
題
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

開
祖
の
志
と
い
う
原
点
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
金
剛
禅
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
改

め
て
真
剣
に
考
え
、
議
論
し
な
が
ら
、
本

山
・
教
区
・
道
院
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
道
院

が
移
行
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
改

め
て
共
に
組
織
機
構
改
革
を
進
め
て
き
た

同
志
に
感
謝
し
た
い
。

　

か
く
し
て
、
組
織
機
構
改
革
の
本
旨
で

あ
る「
金
剛
禅
の
充
実
」に
向
け
て
、
金
剛

禅
運
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
１
４
年
度

は
、
こ
の
基
盤
の
上
で
金
剛
禅
の
独
自
性

を
発
揮
し
、
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
活
動

が
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
、
布
教
月
間
を

設
け
、
道
院
の
価
値
を
高
め
て
い
き
つ

つ
、
門
信
徒
の
増
加
、
金
剛
禅
布
教
者
の

充
実
を
図
る
。
左
記
、
事
業
方
針
。

　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

・
布
教
と
教き

ょ
う

化げ

の
実
施
機
関
で
あ
る
道

院
活
動
の
充
実
を
図
る
。

・
都
道
府
県
教
区
お
よ
び
小
教
区
活
動
の

活
性
化
を
図
る
。

・
道
院
長
心
得
、
次
期
指
導
者
の
育
成
強

化
を
図
る
。

・
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
、
引
き

続
き
実
施
す
る
。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
基
づ
く
運
営
の

点
検
、
充
実
を
図
る
。

・
本
山
組
織
機
構
の
充
実
を
図
る
。

修
会
お
よ
び
認
証
式
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

習
の
内
容
充
実
を
図
る
。

・
講
習
会（
次
世
代
指
導
者
育
成
、
道
院

幹
部
な
ど
）金
剛
禅
の
独
自
性
が
生
き
る

企
画
を
立
て
、
教
え
と
技
法
と
教
育
シ
ス

テ
ム
の
融
合
を
図
り
、
指
導
者
育
成
に
つ

な
げ
る
。

・
金
剛
禅
布
教
師
の
充
実
を
図
る
た
め
、

僧
階
制
度
を
促
進
し
、
僧
籍
編
入
者
お
よ

び
僧
階
昇
任
者
を
増
や
す
。

⑷
法
令
順
守
に
基
づ
く
運
営
の
点
検
、
充

実
を
図
る
。

・
門
信
徒
が
安
心
し
て
修
行
で
き
る
た
め

の
環
境
整
備
に
向
け
、
現
状
の
規
則
や
運

用
、
方
法
に
つ
い
て
点
検
、
改
善
を
図

る
。

・
門
信
徒
の
安
全
管
理
と
人
権
を
含
む
精

神
的
保
護
の
た
め
に
、
体
罰
や
各
種
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
向
け
た
指
導
お
よ
び

啓
発
活
動
を
行
う
。

⑸
上
記
事
業
の
実
施
に
向
け
、
本
山
組
織

機
構
の
整
備
、
充
実
を
図
る
。
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■
少
年
部
指
導
講
習
会

11
月
、「
可
能
性
を
開
く
少
年
部
指
導
」を
テ
ー

マ
と
し
て
行
い
、
81
人
が
受
講
し
た
。
少
年
部

指
導
が
技
術
指
導
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う
、
子

供
た
ち
の
将
来
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
を

主
眼
と
し
て
講
習
を
行
っ
た
。
講
義
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
単
位
で
の
実
習
を
重
ね
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
子
供
た
ち
に
養
っ
て
も
ら
い
た
い
力
を

設
定
し
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
た
指
導
法
の
研

究
・
発
表
を
行
っ
た
。

本
講
習
会
を
通
じ
て
、

受
講
者
に
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
少
年
部
指

導
に
関
わ
る
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

■
帰
山

４
、
７
、
９
、
11
、
３
月
の
５
回
開
催
し
、
５

９
０
人
が
帰
山
し
た
。
修
練
、
法
話
、
職
員
の

演
武
発
表
を
行
い
、
日
々
の
修
練
意
欲
向
上
と
、

全
国
の
道
院
の
仲
間
と
の
同
志
的
連
帯
意
識
の

高
揚
を
図
っ
た
。
本
年
度
も
家
族
や
保
護
者
を

対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、
門
信
徒

の
み
な
ら
ず
保
護
者
を

含
め
た
帰
山
者
全
員
が

満
足
で
き
る
行
事
を
展

開
し
た
。

2013年度本山行事報告

２
０
１
３
年
度
に
本
山
で
開
催
さ
れ
た

主
な
行
事
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

３月
2013年

２月 12月 10月 ９月 ８月 ７月 ６月 ４月
2014年

帰
山

講
習
会
１
次

僧
階
補
任
講
習（
大
導
師
・
中
導
師
）

道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

帰
山

認
証
式

講
習
会
２
次

僧
階
補
任
講
習（
少
法
師
）

帰
山

特
別
講
習
会

達
磨
祭

道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

認
証
式

少
年
部
指
導
講
習
会

僧
階
補
任
講
習（
大
導
師
・
中
導
師
）

級
拳
士
講
習
会

帰
山

新
春
法
会

道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

認
証
式

帰
山

開
祖
忌

■
道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

７
、
10
、
１
月
の
３
回
実
施
し
40
人
が
受
講
し

た
。
組
織
機
構
改
革
の
主
旨
、
道
院
長
と
し
て

の
心
構
え
や
使
命
感
に
関
す
る
講
義
、
布
教
師

と
し
て
基
礎
的
な
金
剛
禅
教
学
講
習
の
ほ
か
、

経
理
事
務
や
危
機
管
理
、
道
院
の
可
能
性
に
関

す
る
講
義
を
行
い
、
道
院
長
と
し
て
必
要
な
知

識
と
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
。

■
認
証
式

６
、
10
、
２
月
に
認
証
式
を
行
い
、
新
た
に
24

人
が
道
院
長
と
し
て
認
証
さ
れ
た
。
所
属
門
信

徒
、
法
縁
関
係
者
ら
が
参
列
す
る
中
、
金
剛
禅

の
布
教
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
誓
約
し
、
浦
田

代
表
か
ら
認
証
書
お
よ
び
道
院
長
の
辞
令
を
受

け
て
、
正
式
に
道
院
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
式
典
後
は
運
営
開
始
以
降
、
認
証
に

至
る
ま
で
の
間
の
総
括
を
基
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
習
を
行
う
こ
と
で
、
新
任
道
院
長
を
初
心

に
立
ち
返
ら
せ
る
と
と
も
に
、
現
状
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
教
団
と
し
て
進
む
べ
き
方
向
に

意
識
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
講
習
会（
１
次
、
２
次
、
特
別
、
級
拳
士
）

７
月　

１
次（
次
世
代
指
導
者
育
成
講
習
会
）

９
月　

２
次（
幹
部
講
習
会
）

10
月　

特
別
講
習
会（
行
事
参
加
型
講
習
会
）

11
月　

級
拳
士
講
習
会（
東
京
）

■
僧
階
補
任
講
習（
大
導
師
・
中
導
師
）

７
、
11
月
に
大
導
師
と
中
導
師
へ
の
補
任
請
願

者
を
対
象
と
し
た
僧
階
補
任
講
習
を
開
催
し
、

総
勢
25
人
が
受
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
導
師
ま
た

は
中
導
師
に
補
任
さ
れ
た
。
大
導
師
は
道
院
長

資
格
を
満
た
し
、
中
導
師
は
副
道
院
長
資
格
を

満
た
す
こ
と
か
ら
、
受
講
者
が
僧
階
補
任
を
目

指
す
目
的
に
は
、
し
か
る
べ
き
資
格
を
満
た
し
、

道
院
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
る
。
講
習
は
早
朝
の
作さ

務む

に
始
ま

り
、
法
話
演
習
・
法
座
・
儀
式
実
習
な
ど
幅
広

く
展
開
さ
れ
、
金
剛
禅
布
教
者
と
し
て
の
能
力

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
使
命
感
を
植
え
付

け
た
。

■
僧
階
補
任
講
習（
少
法
師
）

9
月
、
15
人
が
受
講
し
、
少
法
師
に
補
任
さ
れ

た
。「
法
師
」と
い
う
、
僧
階
に
お
い
て
位
の
高

い
資
格
の
補
任
講
習
で
あ
る
。
少
法
師
は
、
各

地
域
に
お
け
る
布
教
者
の
指
導
者
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
、
今
回
の
受
講
者
を
源
に
、

各
地
域
で
の
金
剛
禅
活
動
の
更
な
る
活
性
化
が

期
待
で
き
る
。
講
義
だ
け
で
は
な
く
、
受
講
者

に
よ
る
日
々
の
布
教
活
動
の
報
告
や
、
講
師
を

交
え
て
の
討
議
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。

■
新
春
法
会

１
月
、
新
年
の
幕
開
け
と
な
る
行
事
で
、
道
院

長
、
門
信
徒
約
５
０
０
人
が
参
列
す
る
中
、
教

典
唱
和
、
奉
納
演
武
、
浦
田
武
尚
代
表
の
年
頭

挨
拶
、
門
信
徒
代
表
年
頭
挨
拶
、
道
院
長
勤
続

表
彰
を
行
い
、
輝
か
し
い
新
年
の
幕
を
開
け

た
。
ま
た
、
演
武
会
、
稽
古
始
め
、
新
春
懇
親

会
な
ど
が
催
さ
れ
た
他
、
境
内
で
は
一
般
門

信
徒
や
法
縁
関
係
者
へ
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ

れ
、
終
日
に
ぎ
わ
っ
た
。

１月 11月 ５月
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2014年度組織図

各
種
委
員
会
・
会
議
な
ど
の
調

整
、
人
事
・
労
務
関
係
、
下
賜
・

頒
布
物
品
の
取
り
扱
い
な
ど

秘
書
業
務
・
渉
外
業
務
な
ど

▪
副
代
表
就
任
挨
拶
　
大
澤 

隆

　

こ
の
た
び
２
０
１
４

年
２
月
度
責
任
役
員
会

に
お
き
ま
し
て
副
代
表

役
員
と
し
て
選
任
さ

れ
、
4
月
1
日
を
も
ち

ま
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
役
を

お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
う
え
は
金
剛
禅

教
団
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
望
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
経

験
で
す
の
で
不
安
な
気
持
ち
は
正
直
あ
り
ま

す
が
、
歴
代
副
代
表
役
員
の
先
生
方
の
ご
活

躍
を
模
範
と
し
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

　

組
織
機
構
改
革
が
一
つ
の
区
切
り
を
終
え

た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
道
院
長
の
先
生
方

に
は
多
く
の
ご
苦
労
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

宗
由
貴
第
二
世
師し

家け

、
浦
田
武
尚
代
表
役
員

へ
仕
え
る
と
と
も
に
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、

全
国
の
道
院
が
生
き
生
き
と
金
剛
禅
運
動
を

展
開
し
、
開
祖
・
宗
道
臣
先
生
の
志
た
る「
人

づ
く
り
に
よ
る
国
づ
く
り
」平
和
で
豊
か
な
社

会
づ
く
り（
理
想
境
）の
実
現
を
共
に
目
指
し

働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
東
京
石
神
井
道
院（
眞
田
玉
雄
道
院

長
）に
入
門
し
、
道
院
を
設
立
後
、
道
院
長
と

し
て
は
30
余
年
、
金
剛
禅
の
道
を
歩
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
身
、
教
団

が
進
む
べ
き
人
づ
く
り
の
大
道
を
須す

臾ゆ

も
離

れ
ず
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
何
と
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導
、

ご
鞭べ

ん

撻た
つ
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

監
督
官
庁
、
関
東
地
区
の
一
般

渉
外
な
ど
の
関
係
業
務
な
ど

関
東
以
北
に
お
け
る
布
教
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
業
務
な
ど

監事：岡部好孝・見﨑俊次責任役員会（責任役員）
浦田武尚・山﨑博通・安田嘉昌・田村明

大澤隆・中川英昭・宗昂馬

総代会（総代）
竹田則幸・海鋒雅之・矢島隆禅
東山忠裕・柳川瀬一美・西尾武

鈴木義勝・宇都宮俊二・久保田利幸

東京別院
別院長：大澤隆

宗務局長：中川英昭

宗務部
部長：中山元宏

財務部
部長：宮本公己

管
財
課

  
課
長［
兼
］

  
堀
家
富
世

総
務
課

  

課
長

  

中
山
享
世

経
理
課

  

課
長

  

廣
田
真
理
子

布
教
課

  

課
長

  

飯
野
貴
嗣

布
教
・
教
化
育
成
全
般
・
帰
山

・
研
修
会
・
講
習
会
関
係
な
ど

宗
務
課

  

課
長

  

永
安
正
樹

教
区
・
小
教
区
・
道
院
に
関
す

る
団
体
業
務
、
地
方
行
事
の
受

付
業
務
な
ど

運
営
指
導
課

  

課
長［
兼
］

  

中
山
元
宏

道
院
運
営
・
指
導
・
支
援
全
般

施
設
管
理
保
守
な
ど

資
産
の
管
理
・
法
人
経
理
・
予

算
、
決
算
関
係
な
ど

財
務
担
当
参
事

  

大
坪
巧

法務部
部長：藤井省吾

法
人
の
事
業
活
動
に
関
わ
る
法

律
上
の
業
務
な
ど

総務部
部長：堀家富世

代表役員（代表）：浦田武尚
顧問：牧野清

　老朽化が進み、耐震関係の面でも使用
できない状態となっている、「旧道場」お
よび「記念館（五畳半道場）」を後世に残す
ため、 2010年より開祖生誕100年記念事
業の一環として、「旧道場・記念館整備
事業」を行っております。
　旧道場・記念館（五畳半道場）の修復整
備に向け、ご賛同、ご協力をお願いいた
します。

開祖生誕100年記念　少林寺拳法旧道場・記念館　整備事業　ご寄付のお願い
【旧道場・記念館整備事業の内容】
内　容：記念館移設・旧道場、耐震工事、
　　　　基礎補強・旧建物取り壊し（倉庫・住宅）など
目標額：2,000万円
【募金要領】
募金金額：一口　2,000円として何口でも結構です。
振込先：百十四銀行　多度津支店（店番275）　
　　　　普通　0907870　
　　　　金剛禅総本山少林寺開祖生誕100年記念事業
問合せ：金剛禅総本山少林寺　総務部
　　　　0877-33-1010（内線170）

記念館

旧道場

副代表役員（副代表）：大澤隆
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新
し
い
歴
史
を
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ
う

　総務部　部長　堀家 富世

自己を磨く

　

職
場
や
家
庭
に
お
け
る
日
々
の
生
活
の

中
で
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
、
つ
い
つ

い
他
人
の
せ
い
に
し
た
り
、
愚
痴
や
不
平

不
満
を
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

以
前
、
仕
事
の
こ
と
で
行
き
詰
ま
り
愚

痴
を
言
っ
て
い
た
私
は
、「
愚
痴
や
不
平

不
満
を
何
百
回
言
っ
て
も
何
も
解
決
し
な

い
。
天
に
唾
を
吐
い
て
い
る
だ
け
。
自
分

に
返
し
な
さ
い
」と
先
輩
か
ら
諭
さ
れ
ま

し
た
。

　

何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
他
人
や
周
り
の
せ

い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
は
ど

う
な
の
か
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
自
分
な

ら
ど
う
す
る
か
を
相
手
の
立
場
に
な
り
考

え
る
こ
と
、
愚
痴
・
不
平
不
満
は
所
詮
自

分
に
返
っ
て
く
る
も
の
だ
と
教
わ
り
、
自

分
の
弱
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
己
れ
こ
そ
己
れ
の
寄
る
べ
、
己
れ
を

措お

き
て
誰
に
寄
る
べ
ぞ
、
良
く
整
え
し
己

れ
こ
そ
、
ま
こ
と
得
が
た
き
寄
る
べ
な

り
」。
金
剛
禅
職
員
全
員
で
行
う
朝
の
鎮

魂
行
で
、
静
か
に
自
分
と
向
き
合
い
、
昨

日
を
振
り
返
り
反
省
し
、
今
日
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

他
人
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し

い
こ
と
は
正
し
い
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
っ
て
い
る
と
自
分
の
意
志
で
判
断

で
き
る
人
間
に
な
る
よ
う
、
感
性
を
磨
き

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
金
剛
禅
が
縁
で
出
会
え
た

方
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
ま
で
頂
い
た
教
え

を
、
日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
と
同
じ
く
満
州（
中
国
東
北
部
）で
敗

戦
を
迎
え
た
作
家
の
安
部
公
房
氏
が
、
ア

メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
教
授
と
の
対
話『
反
撃
的
人

間
』（
中
央
公
論
社
）の
中
で
、
敗
戦
直
後

の
奉
天
で
の
体
験
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

　

ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
人
は
非
常
に
特
殊

だ
と
い
う
こ
と
を
、
終
戦
直
後
に
猛
烈
に

感
じ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
よ
う
な
場
合
、
中
国
人
は
決
し
て
す

ぐ
殴
っ
た
り
、
蹴
っ
た
り
す
る
よ
う
な
暴

行
は
し
な
い
。
た
だ
、
取
り
囲
ん
で
非
難

を
す
る
。
こ
れ
が
向
こ
う
の
喧け

ん

嘩か

の
方
式

で
、
殴
る
よ
う
な
格
好
を
す
る
が
手
が
届

か
な
い
ぐ
ら
い
の
距
離
で
や
る
。
ど
な
る

の
も
相
手
に
向
け
て
よ
り
周
囲
の
人
に
向

か
っ
て
言
う
。
す
る
と
周
り
が
、「
お
前

の
方
が
悪
い
」と
い
う
具
合
に
騒
ぐ
。
悪

い
と
言
わ
れ
た
方
が
負
け
だ
。

　

あ
る
と
き
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
、
日
本

人
が
取
り
囲
ま
れ
た
。
そ
の
場
合
取
り
囲

ま
れ
た
の
が
朝
鮮
人
だ
と
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
朝
鮮
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
一
緒

に
な
っ
て
ワ
ア
ワ
ア
と
や
り
合
う
。
と
こ

ろ
が
日
本
人
の
場
合
、
誰
か
が
囲
ま
れ
る

と
、
そ
れ
ま
で
周
り
に
い
っ
ぱ
い
た
か
っ

て
い
た
日
本
人
が
、
い
つ
の
間
に
か

ス
ー
ッ
と
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

要
す
る
に
日
本
人
と
い
う
の
は
、
全
然

団
結
が
な
い
。
個
人
と
し
て
は
そ
う
い
う

ふ
う
に
孤
独
だ
が
、
あ
る
群
衆
に
な
っ
た

と
き
に
は
異
常
に
群
衆
心
理
が
出
る
。

酔
っ
た
よ
う
に
な
る
。
日
本
人
が
集
ま
る

と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
文
明
人
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
本
当
に
バ

ラ
バ
ラ
に
な
る
。
日
本
人
は
弱
い
も
の
に

対
し
て
、
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
同
士
で

あ
っ
て
も
、
す
ご
く
残
虐
に
な
る
。

　

少
林
寺
拳
法
は
、
そ
う
い
う
日
本
人
を

な
く
し
た
い
。
本
当
の
強
さ
、
団
結
、
日

本
人
同
士
の
助
け
合
い
。
そ
れ
を
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

開祖語録
ダイジェスト

1976年度高校少林
寺拳法部合宿にて
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法を問い　
学を修める

釈
尊
の
言
葉「
法
句
経
」（
上
）

vol.34
文／今井 健

　

聖
句「
己
れ
こ
そ
己
れ
の
寄
る
べ（
略
）」と「
自
ら

悪
を
な
さ
ば
自
ら
汚
れ（
略
）」の
二
句
は
、「
法
句

経
」に
拠よ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
法
句
経
」は
釈
尊
が
自
ら
説
か
れ
た
語
句
を
集
め

た
も
の
で
、
パ
ー
リ
原
文
で
はD

H
A

M
M

A
PA

D
A

（
ダ
ン
マ
パ
ダ
）と
い
う
。「
ダ
ン
マ
」と
は「
法（
真

理
）」、「
パ
ダ
」は「
言
葉
」で
、「
ダ
ン
マ
パ
ダ
」は

「
真
理
の
言
葉
」、
ま
さ
に
釈
尊
の
生
の
言
葉
を
伝
え

た
も
の
で
あ
る
。　

　
「
法
句
経
」は
全
部
で
4
2
3
句
あ
る
。「
聖
句
」の

二
句
は
そ
れ
ぞ
れ
1
6
0
番
、
1
6
5
番
に
あ
る

が
、
4
2
3
句
の
う
ち
二
つ
だ
け
を
唱
え
て
い
る

こ
と
が
少
し
気
に
な
る
。

　

そ
こ
で
聖
句
の
後
ろ
盾
と
な
る
、
釈
尊
の
言
葉

「
法
句
経
」を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。
テ
キ
ス
ト
は

友
松
圓
諦
著『
法
句
経
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）の
現
代

語
訳
を
使
う
。

　

ま
ず
聖
句
で
あ
る
が
、
1
6
0
番
、
1
6
5
番

を
改
め
て
当
た
っ
て
み
よ
う
。

　
「
ま
こ
と
に
自
己
こ
そ
自
己
の
救す

く
い
て

護
者
で
あ
る
。

一
体
誰
が
こ
の
自
己
の
外
に
救
護
者
に
な
り
う
る
も

の
が
あ
ろ
う
か
。
よ
く
制
せ
ら
れ
た
自
己
に
こ
そ
、

吾
ら
は
他
に
え
が
た
き
救
護
者
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
」（
1
6
0
）

　

と
あ
る
。「
救
護
者
」と
い
う
語
に
よ
っ
て
こ
の
句

は
、
自
己
の
他
に
救
う
も
の
は
な
く
、
他
に
崇
拝
す

る
何
者
も
な
い
と
い
う
、
極
め
て
主
体
的
で
無
神
論

的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
「
自
分
で
悪
い
行
為
を
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
は
け

が
れ
苦
し
む
。
こ
れ
に
反
し
て
、
自
分
で
悪
い
行
為

を
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
は
清
ら
か
な
も
の
と
な
る
。

こ
う
し
た
清
ら
か
さ
と
け
が
れ
と
は
共
に
自
ら
に
熟

す
る
。
だ
か
ら
、
い
か
な
る
も
の
も
他
人
を
清
ら
か

に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」（
1
6
5
）

　

と
あ
る
。
清
ら
か
さ
と
汚
れ
と
は「
共
に
自
ら
熟

す
る
」も
の
で
あ
る
と
、
実
に
透
徹
し
た
目
で
人
間

を
見
て
い
る
。
行
為
の
責
任
を
神
々
や
僧
侶
、
儀

式
、
生い

け

贄に
え

に
よ
っ
て
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
行

為
者
が
そ
れ
を
負
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
釈
尊

は
当
時
の
宗
教
慣
習
に
反
す
る
立
場
を
取
り
、「
自

己
」の
行
為
の
重
さ
を
諭
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は「
自
己
」の
行
為
を
ど
う
整
え
る
の
か
。

こ
う
い
う
句
が
あ
る
。

　
「
自
分
自
ら
自
分
を
責
め
い
ま
し
め
、
自
分
自
ら

自
分
を
検あ

ら
ため
な
さ
い
、
か
か
る
自
ら
を
守
り
つ
つ
し

み
、
正
し
く
反
省
す
る
者
は
、
比び

丘く

よ
、
常
に
幸
福

に
生
活
す
る
で
あ
ろ
う
」（
3
7
9
）

　

つ
ま
り
自
分
を
責
め
戒
め
、
検あ

ら
ため

、
慎
み
、
反
省

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て「
善
良
な
馬
を

調
御
す
る
よ
う
に
自
ら
を
調
え
よ
」（
1
8
0
）と
も

言
っ
て
い
る
。
ま
た
あ
る
句
で
は
、

　
「
沈
黙
を
守
る
と
も
愚
か
で
智
見
な
き
も
の
は
牟む

尼に（
聖
者
）と
は
言
わ
れ
な
い
。
智
者
は
丁ち

ょ
う

度ど

計
量

器
を
手
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
善
を
自
ら
え
ら
び
と

り
、
悪
を
す
て
る
。（
略
）」（
2
6
8
）と
あ
る
よ
う

に
、
全
体
最
適
を
も
た
ら
す
平
衡
感
覚
を
も
っ
て
取

捨
選
択
す
る
こ
と
を
訓お

し

え
て
い
る
。
こ
れ
は
中
道
の

考
え
方
に
結
ぶ
句
で
も
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に「
法
句
経
」は
全
句
を
通
じ
、「
自
己
」

に
対
す
る
峻
厳
な
教
訓
で
満
ち
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
修
行
者
の
姿
勢
、
釈
尊
の
理
法
な
ど

に
つ
い
て
当
た
っ
て
い
き
た
い
。（
続
）
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開
祖
は
、
道
院
長
と
し
て
の
心
構
え
を
、
道
院
長

講
習
会
の
度
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
叱し

っ

咤た

激
励
を
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
。
我
々
多
く
の
道
院
長
は
、
そ
の
言
葉

に
充
電
さ
れ
、
頭
の
中
で
は
理
解
を
し
、
よ
し
頑
張

ら
ね
ば
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
帰
っ
て
活
動
を
し
て

き
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
日
常
に
流
さ
れ
、

「
マ
ア
そ
の
う
ち
に
宝
く
じ
で
も
当
た
れ
ば
、
道
場

の
一
つ
や
二
つ
す
ぐ
に
建
て
る
よ
…
…
」的
な
、
現

実
離
れ
し
た
思
い
だ
け
で
、
一
歩
も
踏
み
出
さ
な
い

ま
ま
、
さ
て
何
十
年
が
過
ぎ
た
ろ
う
か
？

　

幸
い
に
私
の
場
合
は
、
妻
に
助
け
ら
れ
、
２
０
０

２
年
に
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
中

古
住
宅
を
購
入
し
、
一
階
駐
車
場
を
改
造
し
、
道
院

と
し
て
活
動
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
事
あ
る
ご
と
に
妻
に
、「
借
り
物

で
な
い
自
分
の
道
院
を
持
ち
た
い
」と
、
枕
詞こ

と
ば

の
よ

う
に
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
効
を
な
し
た
の
か
、
妻

も
少
し
ず
つ
そ
の
気
に
な
り
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
物
色
し
て
は
不
動
産
屋
に
電
話
し
、
希
望
物

件
に
合
う
よ
う
な
建
物
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い

た
。
が
、
な
か
な
か
条
件
に
は
合
わ
ず
、
不
動
産
屋

か
ら
次
々
と
紹
介
の
案
内
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
は

い
た
も
の
の
、
だ
ん
だ
ん
現
実
か
ら
離
れ
て
い
く
よ

う
な
感
じ
が
し
て
き
て
、
や
は
り
無
理
か
と
諦
め
か

け
て
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
監
督
を
し
て
い
た
大
学
の
春
季

合
宿
に
参
加
し
、
学
生
た
ち
と
汗
を
流
し
て
い
た

夜
、
合
宿
場
ま
で
は
め
っ
た
に
連
絡
を
し
な
い
妻
か

ら
、
電
話
を
受
け
た
。「
合
宿
が
済
み
、
帰
っ
て
か

ら
で
も
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
…
」。
不
動

産
屋
か
ら
連
絡
が
入
り
、
ち
ょ
う
ど
条
件
に
合
う
物

件
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
奥
さ
ん
だ
け
で
も
よ
い
か

ら
見
に
来
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
一
人
で
見
に
行
っ

た
と
の
こ
と
。「
ど
う
す
る
？
」と
聞
か
れ
、
値
段
も

何
も
聞
か
ず
に
、
直
感
で「
す
ぐ
に
手
付
け
を
し
て

く
れ
」と
物
件
も
確
認
せ
ず
家
内
に
伝
え
る
と
、「
そ

う
い
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
不
動
産
屋
さ

ん
に
は
押
さ
え
て
お
く
よ
う
に
伝
え
ま
す
」と
の
返

事
が
返
っ
て
き
た
。
合
宿
か
ら
帰
り
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
物
件
を
見
に
行
く
と
、
誠
実
な
担
当
の
方
に
安

心
し
、
物
件
に
も
満
足
し
、
す
ぐ
に
契
約
に
入
っ
た
。

　

自
分
の
収
入
と
値
段
を
比
べ
れ
ば
、
と
て
も
手
が

出
る
物
件
で
は
な
い
が
、
迷
う
こ
と
も
な
く
決
断
の

後
押
し
を
し
て
く
れ
た
の
は
妻
で
あ
り
、
そ
の
後
の

家
計
を
や
り
く
り
し
て
く
れ
て
い
る
の
も
妻
で
あ
る

（
今
で
も
頭
が
上
が
ら
な
い
）。

　

そ
れ
か
ら
12
年
間
、
少
し
ず
つ
活
用
し
て
き
て
、

今
で
は
大
阪
白し

ら

鷺さ
ぎ

道
院
と
し
て
、
全
て
の
儀
式
、
行

事
、
易え
っ

筋き
ん

行ぎ
ょ
う

を
18
坪
の
道
院
で
押
し
合
い
圧へ

し
合

い
し
な
が
ら
、
楽
し
く
充
実
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年「
組
織
機
構
改
革
」が
宗
由
貴
総
裁
の
不

退
転
の
決
意
、
覚
悟
の
下
大
き
く
動
き
出
し
、
道
院

長
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
志
を
確
か
め
な
が
ら
家

族
、
門
下
生
、
有
縁
の
人
た
ち
を
巻
き
込
み
、
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
機
構
改
革
を
成
し
遂
げ

な
け
れ
ば
、
宗
教
法
人
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
は
足

元
か
ら
崩
れ
て
い
く
。
皆
、
頭
で
は
理
解
し
て
い
る

こ
と
だ
が
せ
っ
ぱ
詰
ま
ら
な
け
れ
ば
本
気
で
取
り
組

ま
な
い
。
覚
悟
を
決
め
、
前
に
踏
み
出
す
勇
気
は
な

か
な
か
で
き
な
い
。「
覚
悟
」と
い
う
字
は「
さ
と
る
」

を
二
つ
重
ね
て
読
ま
せ
て
い
る
。
人
生
を
明
ら
か
に

し
、
一
歩
踏
み
出
す
覚
悟
。
そ
し
て
、
一
生
の
う

ち
、
人
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
決
断
、
皆
、
頭
で
は

分
か
っ
て
い
る
こ
と
。

　

さ
て
私
の
近
況
は
、
い
ま
だ
に
上
が
ら
ぬ
頭
の
上

か
ら
、
妻
は「
あ
な
た
の
道
楽
に
こ
の
家
を
買
っ
た

の
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
働
い
て
ロ
ー
ン
を
完
済
し

て
く
だ
さ
い
ね
」…
…
ご
も
っ
と
も
で
す
。
小
遣
い

が
少
な
い
と
い
う
愚
痴
を
聞
き
流
さ
れ
つ
つ
少
し
覚

悟
が
甘
か
っ
た
か
も
、
の
自
己
反
省
。
で
も
、
今
日

も
下
の
道
院
で
拳
士
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
。
用
事

を
済
ま
せ
て
、
道
衣
に
着
替
え
て
、
さ
あ
鎮
魂
行
。

大
阪
白
鷺
道
院 

道
院
長　

佐
々
木 

正

覚
悟
と
は

みち
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志を
　　つなぐ
鎌
かま

田
だ

 智
さとし

　107期生
大導師大範士八段

vol.19

汗
し
て
学
び
行
動
す
る
少
林
寺
拳
法
、

死
ぬ
ま
で
修
行
を
貫
き
ま
す

　

私
の
師
は
二
人
い
ま
す
。
開
祖
か
ら
教

え
を
、
田
村
道
明
高
松
中
央
道
院
道
院
長

か
ら
勇
気
と
行
動
力
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

21
歳
の
と
き
か
ら
15
年
余
、
開
祖
が
講

演
な
ど
で
全
国
各
地
に
出
向
か
れ
る
と
き

は
同
行
さ
れ
る
田
村
先
生
に
つ
い
て
い

き
、
開
祖
の
講
演
前
に
演
武
を
披
露
し
ま

し
た
。
私
は
、
開
祖
の
教
え
を
実
践
し
、

一
生
懸
命
努
力
し
て
こ
ら
れ
た
田
村
先
生

の
後
ろ
姿
を
見
て
育
っ
た
の
で
す
。

　

開
祖
は
亡
く
な
ら
れ
た
年
の
新
春
法
会

で
、「
死
ぬ
ま
で
修
行
に
励
め
よ
」と
話
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
師
を
見
て
育
っ
た
よ
う

に
、
私
の
こ
と
を
拳
士
た
ち
が
見
て
い
る

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

「
汗
し
て
学
び
行
動
す
る
少
林
寺
拳
法
」を

目
指
し
、
死
ぬ
ま
で
修
行
を
一
直
線
に
貫

い
て
い
く
決
意
で
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
開
祖
の
思
い
出
な
ど
、
金
剛
禅
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
の
全
文
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担当／山下真由美

全文はサイトへ

ダイジェスト ×

道院長

元気の素
福
ふく

岡
おか

玄
げん

洋
よう

道院
道院長 益

ます

永
なが

 亮
まこと

（53歳）

―
―
道
院
長
と
し
て
今
後
挑
戦
し
た
い
こ

と
や
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

　

あ
る
と
き
、
小
学
生
の
門
下
生
が
、「
僕

が
大
人
に
な
っ
た
ら
、
先
生
の
後
を
継
い

じ
ゃ
ー
け
ん
」と
嬉う

れ

し
い
ひ
と
言
。
そ
の

言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー（
指
導
者
）と

し
て
の
基
礎
を
持
っ
た
拳
士
を
一
人
で
も

多
く
育
て
、
将
来
は
道
院
長
交
代
し
、
一

拳
士
と
し
て
新
道
院
長
を
支
え
な
が
ら
少

林
寺
拳
法
を
一
生
楽
し
み
続
け
た
い
で
す
。

―
―
将
来
、
道
院
長
を
目
指
す
全
国
の
拳

士
に
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
院
長
と
し
て
得
る「
喜
び
」か
ら「
苦

労
」を
引
き
算
し
て
も
、
多
大
な
る「
感
動
」

が
残
り
ま
す
。
時
流
を
読
ん
で「
こ
こ

だ
！
」と
い
う
時
期
が
き
た
ら
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

せ

ず
に
思
い
切
っ
て
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
、
金
剛
禅
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ

イ
ト
の
全
文
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

苦
労
な
く
し
て
喜
び
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い

道
院
長
へ
の
道
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

vol.19

▼1963年5月、海岸寺にて師である田村高松中央道院道院長
との演武。投げられているのが鎌田大導師大範士八段
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り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
標

に
向
か
っ
て
貫
徹
で
き
る
信
念
と
行

動
力
が
必
要
で
あ
る
」と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
西
尾
武
関
西
地
区
総

代
の
挨
拶
で
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

一
致
団
結
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。（
服
部
弘
）

本
部
道
院

　

１
月
25
日
、
香
川
県
丸
亀
市
の
猪

熊
弦
一
郎
美
術
館
に
て
丸
亀
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の「
善
行
表
彰
」式
が
行

わ
れ
、
本
部
道
院
の
秋
山
将
士
拳
士

（
15
歳
）が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
秋

山
拳
士
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

一
年
間
、
毎
朝
、
中
学
校
校
門
の
清

掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

活
動
は「
私
も
や
っ
て
み
た
い
」と
い

う
生
徒
が
現
れ
る
な
ど
、
他
の
生
徒

の
模
範
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
の
波
紋
を
徐
々
に
学
校
内
に

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

秋
山
拳
士
は
小
学
６
年
生
で
金
剛

禅
に
入
門
し
、
中
学
３
年
生
の
現

在
、
本
部
道
院
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
い
つ
も
当
た

り
前
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
表
彰
さ

れ
た
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。
他ひ

人と

が

幸
せ
に
な
っ
た
ら
自
分
も
幸
せ
に
な

れ
ま
す
。
今
後
も
当
た
り
前
の
こ
と

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。　　

 （
藤
井
省
吾
）

道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

　

１
月
31
日
〜
２
月
２
日
、
道
院
長

資
格
認
定
研
修
会
を
開
催
し
た
。
本

研
修
会
は
新
た
に
道
院
を
設
立
、
ま

た
は
道
院
長
を
交
代
す
る
者
が
対
象

で
、
今
回
13
人
が
受
講
し
た
。
研
修

会
で
は
教
団
の
役
割
や
組
織
の
方
向

性
、
道
院
長
と
し
て
心
得
て
お
く
べ

き
重
要
な
事
項
を
講
習
し
、
ま
た
道

院
運
営
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す

る
講
義
や
実
習
を
行
っ
た
。

　

受
講
者
は
、
集
中
し
て
研
修
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
休
憩
時
間
中
も

意
見
を
交
換
し
合
い
、
刺
激
を
受
け

合
い
な
が
ら
道
院
長
と
な
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
最
終
日
に
は
結
束
も
強
く
な

り
、
あ
た
か
も
一
つ
の
道
院
の
よ
う

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

研
修
会
の
最
後
は
、
浦
田
武
尚
代

表
か
ら「
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う
と

も
、
ダ
ー
マ
の
分
霊
で
あ
る
こ
と
が

力
に
な
り
ま
す
。
見
識
を
深
め
、
人

格
を
高
め
、
調
和
の
思
想
を
持
っ
て

こ
の
道
の
布
教
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」と
の
挨
拶
が
あ
り
、
受
講
者
は

仲
間
同
士
、
認
証
式
で
の
再
会
を
約

束
し
て
会
場
を
後
に
し
た
。

（
冨
田
雅
志
）

お
知
ら
せ
：
道
院
長
資
格
認
定
研
修
会
は
、

年
に
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
道

な
っ
た
今
日
こ
の
日
を
忘
れ
ず
に
、

人
に
教
え
自
ら
も
学
び
、
門
信
徒
と

と
も
に
歩
む
道
院
長
に
な
っ
て
ほ
し

い
」と
激
励
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

正
式
に
道
院
長
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
た
新
任
道
院
長
の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。　　

 （
冨
田
雅
志
）

※
金
剛
禅
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
の
新
任

道
院
長
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

山
口
県
教
区

　

２
月
11
日
、
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
武
道
場
に
て
、
第
２
回

山
口
県
教
区
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
13
の
所
属
か
ら
、
40
人
の
受
講

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
山
派
遣
講
師
の
長
田
正
紀
先
生

に
よ
る
鎮
魂
行
に
続
い
て
全
員
に
よ

院
長
資
格
認
定
研
修
会
は
2
0
1
4
年
7

月
18
日
〜
7
月
20
日
で
す
。
幹
部
拳
士
の

方
、
ぜ
ひ
人
づ
く
り
の
志
を
持
っ
て
道
院

長
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

認
証
式

　

2
月
23
日
、
本
山
に
て
認
証
式
を

挙
行
し
、
13
人
の
道
院
長
が
認
証
を

受
け
た
。
式
典
で
は
、
初
め
に
浦
田

武
尚
代
表
が
願
文
を
奉
読
し
、
次
に

新
任
道
院
長
が
誓
願
文
を
奉
唱
し
、

正
式
な
道
院
長
と
し
て
の
誓
約
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
道
院
長
の
辞
令

と
道
院
の
認
証
書
が
一
人
ひ
と
り
に

授
与
さ
れ
た
。

　

認
証
式
後
は
、
実
際
に
道
院
運
営

を
始
め
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

総
括
を
踏
ま
え
、
今
後
の
更
な
る
充

実
を
目
的
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

講
習
を
行
っ
た
。
講
習
で
は
、「
金

剛
禅
の
充
実
」「
道
院
の
価
値
を
ど
う

高
め
て
い
く
か
」な
ど
の
講
義
、
班

別
討
議
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
特

に
班
別
討
議
で
は
、「
道
院
の
可
能

性
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
道
院
を
開

か
れ
た
場
所
に
し
た
い
」「
居
心
地
の

よ
い
道
院
に
し
た
い
」「
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
集
ま
れ
る
場
所
に
し
た
い
」な

ど
、
道
院
と
い
う
場
に
対
す
る
展
望

が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

　

最
後
に
浦
田
代
表
か
ら「
認
証
と

る
一
人
30
秒
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
講
義
は
地
元
講
師

の
鈴
木
義
勝
先
生
に
よ
る「
金
剛
禅

の
主
張
と
願
い
」、
長
田
先
生
か
ら

「
少
林
寺
拳
法
創
始
の
動
機
と
目
的
」

に
つ
い
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
祖

と
の
思
い
出
話
を
絡
め
な
が
ら
説
得

力
の
あ
る
熱
の
こ
も
っ
た
講
義
を
頂

き
、
高
校
生
、
大
学
生
な
ど
の
若
い

受
講
者
に
は
い
い
経
験
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

午
後
の
技
術
研
修
は
、
二
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

技
ご
と
に
相
対
を
変
え
る
や
り
方
も

取
り
入
れ
ら
れ
、
違
う
所
属
の
受
講

者
同
士
で
修
練
し
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　 （
古
屋
譲
）

大
阪
府
教
区

　

2
月
2
日
、
大
阪
富
木
道
院
に
て

大
阪
府
教
区
新
春
法
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
導
師
は
佐
々
木
正
大
阪
府
教

区
教
区
長
。
水
野
髙
葊
大
阪
桂
道
院

道
院
長
の
門
信
徒
代
表
挨
拶
の
後
、

佐
々
木
教
区
長
の
年
頭
挨
拶
で
は
、

「
国
内
外
の
状
況
、
政
情
が
不
安
定

な
中
で
我
々
は
何
を
な
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
、
そ
し
て
行
動
で
き
る
人

間
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
最
も
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
今
こ
そ
原
点
回
帰
し

開
祖
の
教
え
と
技
法
を
現
代
に
生
か

す
べ
く
叡え

い

智ち

を
結
集
し
て
局
面
を
乗

新
任
道
院
長
誕
生

交
流
を
深
め
た
一
日

善
行
表
彰
受
賞

道
院
長
の
心
得
を
学
ぶ

新
春
法
会
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●新設
筑紫野桜道院	 中牟田 佳登
綾瀬上土棚道院	 藤野 健司
愛知追分道院	 柏原 達司
●道院長交代
坂井東道院	 真柄 勝利
三国湊道院	 牧田 修一

大村三城道院	 才津 行弘
江別大東道院	 高橋 康子
東京南品川道院	 白尾 國宗
名法道院	 鈴木 貴博
四日市内部道院	 寺内 義樹
三田南道院	 東仲 太郎
岡山新見道院	 髙下 勝良

鴨島道院	 笠井 健史
東京小平道院	 近藤 伸洋
武雄道院	 蒲地 哲哉
多摩聖ヶ丘道院	 南部 章
松本中部道院	 久根下 直樹
四日市桜道院	 鈴木 昌也
播磨新宮道院	 嶋澤 義文

I N F O R M A T I O N

▷東京都教区（教区からのお礼）
	 20,000円
▷津山道院（設立40周年記念帰
山）	 10,000円
▷代々木上原道院	 300,000円
▷行橋中部道院　田中 克樹（勤
続45年表彰記念）	 30,000円
▷名誉本山委員　松木 長實（東
京別院新春法会）	 10,000円
公認講習会
▷東京都教区	 30,000円
▷徳島県教区	 30,000円
▷三重県教区	 30,000円
▷山口県教区	 30,000円
▷愛知県教区	 30,000円
▷大分県教区	 30,000円
▷宮崎県教区	 30,000円
寄付・改修基金
▷市川若宮道院　古谷 進
	 30,000円
▷各務原東道院　青山 昌伸（設
立35周年記念）	 30,000円

新春法会御祝
東京都教区、徳島県教区、高知
県教区、岩手高田道院、岩手大
船渡道院、宮城塩竈道院、埼玉
入間道院、勝田台道院、沼津愛
鷹道院、静岡三島道院、京都西
道院、大阪伊吹道院、川西中部
道院、行橋中部道院、本部道院、
本部道院OB会、岡田 孝、加藤 
義秋、鎌田 智、喜田 良延、今
井 明雄、今城 隆葊、佐藤 一司、
山崎 隆尉、篠原 正、小池 孝忠、
庄野 雅巳、森 明弘、西山 俊一
郞、西村 建夫、石井 宏明、田
原 正晴、萩原 妙子、牧野 清、
本多 英信、本田 演昭、木村 弘
史、ウツミ整形外科医院、オー
クラホテル丸亀、お好み焼きよ
こた、セコム㈱、チサンイン丸
亀善通寺、ツバメ工業㈱、ト
リックスターズ・アレア㈲、プ
リントネットワーク㈱、ペン
ションでぐち荘、ホテルトヨタ、
まんぷく食堂、安藤接骨院、華

や商事、㈱JTB中国四国高松支
店、 ㈱STNet、 ㈱ ア イ コ ー 印
刷、㈱オザキ、㈱カナック・ビ
ジネス・ソリューション、㈱カ
メイ務商店、㈱スタート、㈱セ
ント・レディス、㈱ビルド、㈱
ホテルサンルート瀬戸大橋、㈱
一鶴、㈱花岡自動車、㈱丸松商
店、㈱牛田塗装、㈱広告通信社、
㈱香川クリエイティブプロダク
ツ、㈱香川銀行、㈱高松ホット
スタンプ、㈱高松三越、㈱合田
工務店、㈱三好石材、㈱四電工
中讃西営業所、㈱前川商店、㈱
白光舎、㈱百十四銀行、関西実
業㈱、亀山石油㈱、香川印刷㈱、
香川記章㈲、高畑産業㈱、今治
造船㈱、三井住友海上火災保険
㈱高松西支社、山陽放送㈱、山
﨑生花店、四国健康村、四国旅
客鉄道㈱、小畑長生治療院、新
日本印刷㈱、善通寺ステーショ
ンホテル、多度津タクシー、多
度津駅、大一電気工業㈱、大西

旅館、大倉工業㈱、大和証券㈱、
中讃ケーブルビジョン㈱、東洋
防蝕工業㈲、日本総合保険企画
㈱、日本郵便㈱、日本郵便㈱多
度津郵便局、日本旅行、買田く
だもの店、富士スポーツ工業
㈲、富士ゼロックス四国㈱、富
士建設㈱、武道用品だるま堂、
民宿ちぐさ、民宿トキワ、民宿
ロッジ寿、民宿浦島屋、民宿細
川、牟禮印刷㈱、名鉄観光サー
ビス㈱、野村證券㈱高松支店、
㈲VOX、㈲光風社広告、㈲香川
建築設計事務所、㈲西山印刷所、
㈲長尾酒店、㈲白井エビス堂、
岸本 明輝、阪田 朗、中村 秀明、
吉田 弘子、宮竹 八千代、宮野 
義久、宮野 康人、橋本 保、近
藤 典子、三宅 富男、若山 詣子、
小西 正訓、小田 浩司、新名 勝、
神原 正、倉本 英雄、村井 智子、
村野 巨樹、多羅尾 尚、中数賀 
昭子、田中 勇、都筑 美好、武
鑓 謙治、髙 秀雄、隂山 和子

お布施

大導師
■2013年11月10日付
古賀 秀晴（埼玉川鶴道院）
堀江 誠（武蔵浦和道院）
白尾 國宗（東京南六郷道院）
髙島 英雄（富山婦中道院）
浦江 克英（愛知藤岡道院）
宮地 峰樹（日進南道院）
澤田 広通（愛知常滑道院）
中嶋 章保（知多新田道院）
渡辺 浩志（滋賀瀬田道院）
下川 博隆（大阪神宮寺道院）
桃實 博（鳥取倉吉道院）
賀治 達也（藍住道院）
権大導師
■2013年12月1日付
小暮 紘一郎（埼玉深谷道院）
庄司 不二雄（横須賀馬堀道院）

渡辺 昭彦（西宮今津道院）
中導師
■2013年11月10日付
大塚 一乗（南伊豆道院）
大西 良一（松阪西道院）
■2013年12月1日付
中島 健（横浜戸塚道院）
木下 謙治（愛知水源道院）
森井 明（東大阪御厨道院）
■2014年1月1日付
田村 文雄（旭川南道院）
松熊 俊和（東京深川道院）
■2014年2月1日付
平井 一也（相模林間道院）
権中導師
■2013年12月1日付
小清水 住男（札幌あかしや道院）
佐藤 雅彦（酒田中部道院）

榊原 淳（埼玉鶴瀬道院）
谷口 洋一（志木道院）
豊田 健（西船橋道院）
ミグダリスキー アレクサンドル

（経堂道院）
木内 格志（三軒茶屋道院）
花遊 貴（東京飛鳥道院）
橋本 由恵（湘南二宮道院）
望月 満（清水中部道院）
小峰 悟（清水袖師道院）
廣澤 一徳（静岡竜爪道院）
黒瀬 一輝（愛知高上道院）
黒瀬 好子（愛知朝日道院）
髙木 ますみ（三重桑名道院）
葊田 道昭（三重桑名道院）
小川 裕久（大阪八尾南道院）
山岳 義憲（福岡伊都道院）

僧階昇任者

2014年2月度　認証

杉
すぎ

山
やま

 喜
き

代
よ

美
み

　小豆島道院（元道院長）、 39期生、大導師大範士八段、 2014年2月20日逝去、満83歳訃報

本山行事
５月
10日（土）〜11日（日）
　道院長研修会1次
11日（日）　開祖忌
17日（土）〜18日（日）
　道院長研修会２次
31日（土）〜6月1日（日）
　道院長研修会３次
６月
7日（土）〜8日（日）
　道院長研修会（北海道・東北）
14日（土）〜15日（日）
　道院長研修会（九州・沖縄）
22日（日）　認証式
28日（土）
　級拳士講習会①（東京）

5月は
宗道臣デー月間

ぜひ、オフィシャルウェブ
サイトの詳細をご覧ください。
http://www.shorinjikempo.or.jp/
religious/index.html

2015年度本山職員
を募集しています。
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34
2014 皐月・水無月

編集後記▶皐
さ つ き

月、新年度を迎えひと月経過し
た。五月病、就職や入学などで環境が変わり
心をコントロールできなくなる時期。心・
気・力のバランスが崩れる時期でもある。対
応策は、こまめに気分転換・気晴らしをする
ように心がけ、新しい興味の対象を見つけ、
旧環境の親しい仲間と時間を共にすることで
改善されることもある。まさに道院参座が良
薬となる可能性が大である。就活、受験で休
んでいた門信徒に届けたい良薬であり、現役
門信徒の皆さんが届け役となることを願う。
今年度も心・気・力を一致し金剛禅運動を展
開しよう。　　　　　　　　　　　　　 （お）
表　　紙▶河合 修　愛知県出身。日本を代
表する写真家・藤井秀樹氏のアシスタントを
経て独立。 2009年5月より「ダーマ」をテー
マに、『あ・うん』の表紙撮影に取り組む。
中拳士三段。
金剛禅総本山少林寺オフィシャルサイト▶
http://www.shorinjikempo.or.jp/religious/index.html

２週ごとに更新される代表メッセージをは
じめ、「宗門の行としての少林寺拳法」を動画
でご覧いただけるほか、誌面に掲載しきれな
かった記事・写真も掲載されています。

検索金剛禅総本山少林寺

　

昨
年
11
月
23
日
、
門
司
東
道
院
20
周
年

祝
賀
会
が
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
仮
装

し
た
り
、
生
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

舞
踏
、
手
品
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
拳
士
保

護
者
に
よ
る
和
気
あ
い
あ
い
の
隠
し
芸
披

露
な
ど
、
見
て
、
聞
い
て
、
皆
が
楽
し
ん

だ
手
作
り
企
画
は
、
感
動
、
大
拍
手
、
大

笑
い
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

門
司
東
道
院（
設
立
当
時
は
門
司
東
支

部
道
場
）は
、
１
９
９
３
年
10
月
、「
来
る

の
が
楽
し
い
！ 

と
言
わ
れ
る
道
場
に
し

た
い
。
そ
し
て
ふ
ん
わ
り
と
包
み
込
む
よ

う
な
感
じ
で
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切

に
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
を
育
て
た

い
」と
内
山
博
道
院
長
の
思
い
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。
道
院
長
は
私
の
夫
で
す
。
そ

の
と
き
、
私
は
が
ん
告
知
を
受
け
手
術
し

た
ば
か
り
で
し
た
が
、
支
部
道
場
発
足
を

機
に
現
役
復
帰
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
何
度
も
大
手
術
を
し
、
現
在

も
闘
病
生
活
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
20

年
間
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
の
は
皆
様
の
励

ま
し
と
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
痛
く
て
つ
ら
く
て
苦
し
い

と
き
も
、
道
衣
姿
に
な
る
と
身
も
心
も
気

合
い
が
入
り
、
道
院
で
元
気
な
拳
士
た
ち

や
ご
家
族
の
皆
様
の
顔
を
見
る
と
幸
福
を

感
じ
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
を
通
じ
て
出
会

え
た
ご
縁
に
感
謝
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
に「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

を
伝
え
た
い
で
す
。

　

道
院
の
皆
さ
ん
の
支
え
が
生
き
る
力
で

す
。
自
分
と
闘
い
な
が
ら
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
生
き
た
い
。
一
生
勉
強
、
一

生
闘
病
で
す
が
、
身か

ら
だ体
の
続
く
か
ぎ
り
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

イラスト／大原由軌子
門司東道院　内山 弥生

「ありがとうございます」感謝と御礼



相手が一
いっ

本
ぽん

背
せ

投
なげ

などで投げんとしたときに用いる。相手の強い引き込みと、我の懐
に入ってくる瞬時の回転を利用して投げるため、守者は攻者の攻めに動きを止め
ず、一息に技を掛けることが肝要である。鈎

かぎ

手
て

守
しゅ

法
ほう

によって、攻者の強い引きはそ
のまま自身の崩れへとつながるので、その流れに逆らうことなく体を捌

さば

いて投げる
とよい。

撮影／近森千展　文／永安正樹　演武者／守者：永安正樹 准範士六段　攻者：冨田雅志 大拳士五段

の としての少林寺拳法 龍
りゅう

華
か

拳
けん

　振
ふり

捨
すて

表
おもて

投
なげ

Ryuka Ken, Furisute omote nage


